
1－租税政策の形成過程と租税制度（所得税等）の構築（一）（手塚）

租
税
政
策
の
形
成
過
程
と
租
税
制
度
（
所
得
税
等
）
の
構
築
（
一
）

―
―
ド
イ
ツ
租
税
政
策
論
に
お
け
る
応
益
性
（Ä

quivalenz

）
概
念
を
素
材
と
し
た
一
試
論
―
―

手
　
塚
　
貴
　
大

一
　
は
じ
め
に
―
多
元
的
民
主
主
義
お
よ
び
受
益
と
負
担
と
の
不
一
致
と
い
う
租
税
政
策
の
歪
み
―

（一）

民
主
主
義
の
も
と
に
お
け
る
租
税
政
策
―
多
元
的
民
主
主
義
の
示
唆
す
る
も
の
―

（二）

租
税
政
策
論
の
特
色
と
受
益
と
負
担
と
の
不
一
致

二
　
租
税
政
策
と
租
税
立
法
過
程
の
理
論
と
実
際

（一）

手
続
的
応
益
性
に
つ
い
て
―
そ
の
概
念
構
築
―
　

（二）

租
税
政
策
の
形
成
過
程
と
多
元
的
民
主
主
義

（三）

租
税
立
法
過
程
に
お
け
る
競
争
―
立
法
過
程
の
統
制
か
、
競
争
促
進
か
？
―

１
　
立
法
過
程
の
位
置
づ
け
―
財
政
政
策
・
予
算
過
程
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
―
（
以
上
、
本
号
）

２
　
租
税
制
度
と
経
済
構
造

三
　
租
税
政
策
の
あ
り
方
―
租
税
原
則
の
実
現
―

（一）

所
得
課
税

（二）

法
人
課
税

（三）

地
方
税
制
と
多
数
税
目
主
義

四
　
結
語
―
租
税
政
策
論
に
係
る
い
く
つ
か
の
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
―
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一
　
は
じ
め
に
―
多
元
的
民
主
主
義
お
よ
び
受
益
と
負
担
と
の
不
一
致
と
い
う
租
税
政
策
の
歪
み
―

（一）

民
主
主
義
の
も
と
に
お
け
る
租
税
政
策
―
多
元
的
民
主
主
義
の
示
唆
す
る
も
の
―

個
別
具
体
の
制
度
設
計
論
を
論
ず
る
以
外
に
も
、
租
税
政
策
論
に
係
る
法
学
的
展
開
可
能
性
と
し
て
は
、
租
税
立
法
過
程
を
強
い
て
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
租
税
政
策
の
形
成
過
程
の
あ
り
方
が
租
税
制
度
に
如
何
な
る
影
響
を
与
え
る
か
、
ま
た
は
そ
う
し
た

過
程
の
現
状
に
照
ら
し
て
一
般
的
に
同
じ
く
如
何
な
る
影
響
を
そ
れ
に
与
え
る
か
、
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
租
税
立
法
過
程

の
改
革
を
論
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
租
税
政
策
論
に
係
る
中
心
的
な
議
論
の
対
象
で
あ
る
税
制
改
革
の
あ
り
よ
う
一
般
に
着
目
す

る
と
、
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
政
治
性
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
税
制
改
革
に
つ
い
て
は
、
社
会
の
中
に
多
く
の
利
害
関
係

者
が
存
在
し
、
彼
ら
が
何
ら
か
の
方
法
に
よ
っ
て
政
策
過
程
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
活
動
を
展
開
し
、
自
己
に
有
利
な
租
税
政
策
の
形
成
を
企

図
す
る
の
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
活
動
を
展
開
す
る
者
は
多
く
、
ま
た
そ
の
影
響
力
も
小
さ
く
な
く
、
結

局
租
税
制
度
は
複
雑
化
し
、
歪
曲
が
生
じ
る
こ
と
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
一
般
的
な
認
識
は
ド
イ
ツ
租
税
法
学
に
お
い
て
も
共
有
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、T

ipke

教
授
が
そ
の
体
系
書
に
お
い

て
”租
税
法
の
カ
オ
ス
“
に
つ
い
て
言
及
し
た
際
に
も
、
そ
の
背
景
に
は
前
叙
の
よ
う
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
活
動
に
基
づ
く
租
税
制
度
の
歪

み
が
意
識
さ
れ
て
い
た（

１
）

。T
ipke

教
授
は
そ
れ
を
前
提
に
か
よ
う
な
歪
み
を
除
去
す
る
基
礎
理
論
の
展
開
を
企
図
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
歪
曲
と
は
、
い
わ
ゆ
る
租
税
原
則
が
実
現
さ
れ
な
い
状
況
を
指
す
も
の
と
し
て
お
く
。
す
な
わ
ち
、
公
平
、
中
立
、
簡
素
と
い
っ

（
１
）

T
ipke,K

laus,Steuerrechtsordnung
2 .A

ufl.K
öln
2000 ,S.88 f.;

H
ey,Johanna

in:T
ipke,K

laus
/

Joachim
L

ang
(H

srg.),Steuerrecht21 .A
ufl.,K

öln

2013 ,§
1

R
z.3 .
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3－租税政策の形成過程と租税制度（所得税等）の構築（一）（手塚）

た
税
制
改
革
の
公
準
と
さ
れ
る
べ
き
諸
基
準
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
実
現
さ
れ
る
租
税
制
度
が
優
れ
た
そ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
典
型

例
と
し
て
、
租
税
特
別
措
置
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
よ
う
な
原
則
の
実
現
は
困
難
に
な
る
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
わ
が
国
で

も
経
済
政
策
の
観
点
か
ら
増
殖
し
た
従
来
の
租
税
特
別
措
置（

２
）

の
廃
止
・
縮
小
が
優
れ
た
租
税
制
度
を
生
み
出
す
重
要
な
手
段
で
あ
る
と
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
租
税
特
別
措
置
の
排
除
が
企
図
さ
れ
る
の
で
あ
る
が（

３
）

、
そ
れ
は
現
実
に
は
困
難
で
あ
る
。
こ
れ
が
先
の
政
治

性
で
も
あ
る
。
後
に
も
触
れ
る
が
、T

ipke

教
授
は
平
等
原
則
、
さ
ら
に
は
そ
の
具
体
化
と
し
て
の
応
能
負
担
原
則
の
実
現
を
以
て
優
れ

た
租
税
制
度
と
考
え
、
そ
れ
を
実
現
す
れ
ば
、
そ
の
結
果
か
よ
う
な
租
税
特
別
措
置
の
弊
害
は
排
除
で
き
る
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た（

４
）

。
言

う
ま
で
も
な
く
、
何
故
な
ら
、
租
税
特
別
措
置
の
性
質
上
一
定
の
納
税
者
に
の
み
税
負
担
の
軽
減
が
生
じ
る
こ
と
は
承
認
可
能
な
正
当
化

事
由
を
欠
い
て
い
る
場
合
に
は
、
許
さ
れ
な
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
結
果
不
平
等
な
租
税
制
度
は
存
在
を
許
さ
れ
な
い
こ
と
と
な

る（
５
）

。

（
２
）

金
子
宏
『
租
税
法
　
第
十
九
版
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
四
年
）
六
〇
頁
以
下
、
同
「
租
税
制
度
と
租
税
政
策
」
藤
田
晴
／
貝
塚
啓
明
編
『
現
代
財
政
学
２

現
代
財
政
制
度
と
政
策
』（
有
斐
閣
、
一
九
八
〇
年
）
九
九
頁
以
下
に
お
い
て
、
シ
ャ
ウ
プ
勧
告
が
租
税
特
別
措
置
の
導
入
に
よ
り
歪
め
ら
れ
て
い
く
旨
の

叙
述
が
あ
る
。

（
３
）

実
務
上
認
め
ら
れ
る
こ
の
必
要
性
は
、
改
め
て
触
れ
る
ま
で
も
な
か
ろ
う
。
そ
こ
で
学
説
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
参
照
、
畠
山
武
道
「
租
税
特
別
措
置

と
そ
の
統
制
―
日
米
比
較
」
租
税
法
研
究
一
八
号
一
頁
以
下
、
谷
口
勢
津
夫
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
租
税
補
助
金
の
法
的
統
制
」
租
税
法
研
究
一
八
号
三
〇

頁
以
下
、
占
部
裕
典
「
租
税
特
別
措
置
に
対
す
る
立
法
的
、
司
法
的
統
制
―
「
租
税
特
別
措
置
の
適
用
状
況
の
透
明
化
等
に
関
す
る
法
律
の
制
定
」
を
う
け

て
―
」『
租
税
の
複
合
法
的
構
成
』（
清
文
社
、
二
〇
一
二
年
）
二
三
頁
以
下
等
。

（
４
）

T
ipke,StR

O
I

(Fn.1 ).

（
５
）

か
よ
う
な
議
論
の
詳
細
と
し
て
、
手
塚
貴
大
「
公
共
政
策
に
お
け
る
租
税
政
策
お
よ
び
租
税
立
法
に
係
る
特
質
―
ド
イ
ツ
租
税
法
学
（
所
得
税
）
に
見
る

租
税
政
策
・
立
法
の
理
論
―
」
広
島
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
一
三
号
九
七
頁
以
下
。
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広島法学　38 巻３号（2015 年）－4

（二）

租
税
政
策
論
の
特
色
と
受
益
と
負
担
と
の
不
一
致

１
　
租
税
政
策
論
の
特
色
―
従
来
の
議
論
を
参
照
し
て
―

し
か
し
、
租
税
政
策
の
形
成
過
程
の
現
実
を
直
視
す
る
と
、
必
ず
し
も
議
論
は
簡
単
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
つ
ま
り
、
租
税
政
策
の

形
成
過
程
の
政
治
性
は
、
租
税
原
則
の
実
現
を
簡
単
に
は
許
さ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
既
に
別
稿
で
も
ド
イ
ツ
法
人
税
を
素
材
と
し
て
簡
単

な
検
討
を
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
の
際
得
ら
れ
た
結
論
の
一
つ
は
ド
イ
ツ
憲
法
裁
判
所
の
違
憲
審
査
が
必
ず
し
も
積
極
的
に
行
わ
れ

な
い
と
い
う
点
に
着
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た（

６
）

。
こ
こ
で
、
先
の
応
能
負
担
原
則
は
憲
法
上
の
平
等
原
則
と
接
合
可
能
で
あ
り
、
憲
法
上

の
原
則
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
平
等
原
則
に
違
反
す
る
租
税
制
度
に
つ
い
て
、
憲
法
裁
判
所
が
必
ず
し
も
積
極
的
に
違
憲
判
断
を
す
る

こ
と
は
必
然
で
は
な
い
。
と
す
る
な
ら
ば
、
直
前
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
租
税
立
法
過
程
に
お
い
て
は
租
税
原
則
が
租
税
政
策
の
形
成
に

つ
い
て
十
二
分
に
規
範
性
を
発
揮
す
る
と
は
限
ら
な
い
と
す
る
と
、
租
税
原
則
の
実
現
の
有
無
に
つ
い
て
は
憲
法
裁
判
所
が
最
終
的
に
強

い
影
響
力
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
租
税
原
則
の
実
現
（
お
よ
び

そ
の
首
尾
一
貫
し
た
実
施
）
の
み
を
端
的
に
強
調
す
る
こ
と
の
、
と
り
わ
け
実
践
性
と
い
う
視
点
か
ら
見
た
租
税
政
策
論
と
し
て
の
不
十

分
さ
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

さ
ら
に
は
、
そ
も
そ
も
租
税
政
策
を
租
税
法
学
の
観
点
か
ら
議
論
す
る
際
に
は
、
従
来
は
、
具
体
的
な
租
税
制
度
と
公
平
、
中
立
、
簡

素
と
い
っ
た
租
税
原
則
と
の
整
合
性
の
有
無
を
確
認
す
る
作
業
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
あ
る

（
６
）

手
塚
貴
大
「
法
人
税
改
革
と
租
税
政
策
論
」
水
野
武
夫
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
刊
行
委
員
会
『
行
政
と
国
民
の
権
利
』（
法
律
文
化
社
、
二
〇
一
一
年
）

六
〇
一
頁
以
下
。
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5－租税政策の形成過程と租税制度（所得税等）の構築（一）（手塚）

租
税
制
度
が
不
平
等
で
あ
る
か
否
か
、
仮
に
不
平
等
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
が
正
当
化
可
能
か
否
か
を
明
確
に
す
る
と
い
う
具
合
で
あ

る
。
確
か
に
こ
れ
自
体
重
要
な
作
業
で
あ
る
こ
と
は
否
定
し
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
両
者
の
関
係
お
よ
び
租
税
原
則
の
属
性
を
仔
細
に
見

る
と
、
そ
う
し
た
作
業
の
み
を
以
て
租
税
政
策
を
法
律
学
の
観
点
か
ら
論
じ
尽
く
し
た
と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
例
え
ば
、
所
得
税
を
例
と
す
る
と
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
で
測
る
平
等
が
平
等
原
則
の
意
味
内
容
と
し
て
合
致
す
る
と
い
う
点

で
租
税
理
論
に
お
い
て
消
費
型
所
得
概
念
が
所
得
概
念
の
到
達
点
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
現

実
の
所
得
税
制
は
む
し
ろ
そ
う
し
た
消
費
型
所
得
概
念
の
要
素
が
実
現
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
、
年
金
課
税
は
と
も
か
く
、
少
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
所
得
税
制
が
消
費
型
所
得
概
念
を
制
度
上
受
容
し
て
い
な
い
そ
う
し
た
こ
と
を
直
視
し
て
平
等
原
則
に
違
反
す
る
と
す
る
論
者
は

多
く
は
な
か
ろ
う
。
む
し
ろ
現
実
の
租
税
制
度
は
様
々
な
考
慮
の
結
果
（
税
務
執
行
が
典
型
例
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
そ
こ
に
は
妥
協
も

含
ま
れ
よ
う
。）、
そ
れ
ら
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
構
築
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
、
租
税
原
則

が
持
つ
現
下
の
意
味
内
容
を
直
截
か
つ
端
的
に
租
税
制
度
に
当
て
は
め
て
そ
の
整
合
性
を
測
る
こ
と
の
短
絡
性
を
示
す
と
い
っ
て
よ
い
。

し
た
が
っ
て
、
租
税
政
策
を
論
ず
る
際
に
は
、
従
来
の
よ
う
な
租
税
制
度
と
租
税
原
則
と
の
整
合
性
を
議
論
す
る
作
業
を
租
税
政
策
論

か
ら
放
擲
す
る
こ
と
ま
で
は
不
必
要
で
あ
る
が
、
も
う
少
し
視
点
を
拡
張
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
　
受
益
と
負
担
と
の
不
一
致
を
避
け
る
？
―
租
税
制
度
の
機
能
―

そ
こ
で
本
稿
は
別
の
分
析
枠
組
み
に
着
目
し
、
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
租
税
政
策
論
を
展
開
す
る
こ
と
を
企
図
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
租
税
政
策
に
限
ら
ず
、
公
共
政
策
は
民
主
主
義
過
程
を
通
じ
て
そ
の
内
容
が
決
定
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
結
果
各
個
の

政
策
の
内
容
の
合
理
性
は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
活
動
に
よ
る
局
所
的
な
利
益
の
反
映
を
通
じ
て
失
わ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。

前
述
し
た
と
こ
ろ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
こ
れ
を
租
税
政
策
に
引
き
直
し
て
言
え
ば
、
特
定
の
納
税
義
務
者
に
有
利
な
租
税
制
度
が
構
築
さ
れ

る
結
果
、
本
来
で
あ
れ
ば
当
該
者
が
負
担
す
べ
き
税
負
担
が
、
い
わ
ば
受
益
と
負
担
と
の
不
一
致
と
い
う
形
で
、
他
の
納
税
義
務
者
に
転
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嫁
さ
れ
る
（forced

carrying

）
こ
と
と
な
る
と
い
う
問
題
意
識
が
近
時
の
ド
イ
ツ
租
税
政
策
論

（
７
）

に
お
い
て
は
持
た
れ
て
い
る
の
で
あ
る

（S.212
）。

こ
こ
に
租
税
政
策
論
に
お
け
る
民
主
主
義
の
問
題
点
が
あ
る
。
そ
し
て
、
民
主
主
義
を
論
ず
る
際
に
は
、
租
税
政
策
に
民
意
が
反
映
さ

れ
る
こ
と
が
当
然
に
含
意
さ
れ
る
が
、
民
意
の
反
映
の
さ
れ
方
次
第
で
は
前
叙
の
よ
う
な
租
税
制
度
の
も
と
で
の
歪
み
が
生
じ
る
こ
と
と

な
る
。
こ
こ
で
多
元
的
民
主
主
義
（pluralistische

D
em

okratie

）
と
い
う
言
葉
が
あ
る
（S.129

）
が
、
そ
れ
は
、
文
脈
上
社
会
全
体
の

中
に
お
い
て
多
様
な
政
治
的
見
解
を
持
つ
国
民
が
存
在
し
、
か
よ
う
な
見
解
の
相
違
が
政
策
過
程
に
お
い
て
汲
み
あ
げ
ら
れ
、
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
結
果
が
具
体
的
な
公
共
政
策
に
反
映
さ
れ
る
と
い
う
も
の
を
指
す
と
言
え
よ
う
。
租
税
政
策
に
つ
い
て
も
、
多

元
的
民
主
主
義
を
与
件
と
し
た
政
策
形
成
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
は
先
に
触
れ
た
問
題
点
が
付
着
す
る
。
そ
こ
で
、
か
よ

う
な
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
租
税
立
法
過
程
の
合
理
的
改
革
が
第
一
次
的
な
作
業
と
な
る
。
筆
者
も
こ
れ
に
大
い
に
関
心
を
持
つ

も
の
で
は
あ
る
が
、
本
稿
で
は
、
近
時
の
ド
イ
ツ
租
税
政
策
論
に
お
い
て
言
及
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
応
益
性
（Ä

quivalenz

）
の
概
念
に

着
目
し
つ
つ
、
多
元
的
民
主
主
義
の
も
と
で
の
租
税
政
策
の
構
築
に
つ
い
て
、
特
に
所
得
税
制
を
中
心
と
し
て
、
検
討
を
行
う
こ
と
と
し

た
い
。
具
体
的
に
は
後
述
す
る
が
、
近
時
の
ド
イ
ツ
租
税
政
策
論
に
お
い
て
、
租
税
原
則
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
換
言
す
れ
ば
、

租
税
制
度
自
体
に
公
共
財
に
対
す
る
選
好
表
明
機
能
、
政
治
統
制
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
前
叙
の
意
思
決
定
の
歪
み
を
是
正
す

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
尤
も
、
手
続
的
応
益
性
を
実
現
す
る
手
段
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
直
接
検
討
す
る
も
の
の
他
、

（
７
）

E
sser,C

lem
ens,Pluralistisch-dem

okratische
Steuerpolitik

in
der

globalisierten
W

elt:D
ie

R
olle

der
U

nternehm
ens-

und
E

inkom
m

ensbesteuerung,

M
ünchen

2008 .

右
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
極
め
て
雑
駁
で
は
あ
る
が
、
手
塚
貴
大
「
政
策
過
程
と
租
税
政
策
の
形
成
―
ド
イ
ツ
租
税
政
策
論
を
素
材
と
し

て
―
」
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
三
号
二
三
五
頁
以
下
に
お
い
て
紹
介
と
検
討
を
行
っ
た
。
本
稿
は
右
の
拙
稿
を
ベ
ー
ス
に
、
大
幅
に
加
筆
修
正
を
行
っ
た
も
の
で

あ
る
。
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7－租税政策の形成過程と租税制度（所得税等）の構築（一）（手塚）

支
出
の
固
定
化
（Z

w
eckbindungen

）（S.165 ff.

）、
連
邦
制
内
部
で
の
権
限
分
配
（S.173 f.

）
も
あ
り
う
る
。

確
か
に
、
公
共
財
に
係
る
選
好
の
一
致
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
第
一
次
的
に
は
、
租
税
政
策
と
財
政
政
策
と
を
統
合
的
に
構
成
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う（

８
）

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
受
益
と
負
担
と
の
一
致
は
直
接
的
な
も
の
と
な
る
。
こ
の
点
、
租
税
制
度
に
前
叙
の
機
能
を

持
た
せ
る
と
い
う
立
場
は
、
租
税
法
学
に
お
い
て
は
、
筆
者
の
知
る
限
り
に
お
い
て
従
前
主
張
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
と
言
っ

て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
租
税
原
則
の
強
調
は
税
負
担
と
い
う
金
銭
的
負
担
の
平
等
の
実
現
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
前
叙
の
機
能
は
そ

の
意
味
内
容
と
し
て
読
み
込
ま
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
か
よ
う
な
機
能
を
新
た
に
租
税
原
則
に
託
す
る

と
い
う
立
場
に
つ
い
て
は
、
そ
の
理
論
的
構
造
お
よ
び
背
景
を
検
討
す
る
必
要
は
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
差
し
当
た
っ
て
本
稿
の
検
討
課
題
で

あ
る
。
尤
も
、
本
稿
の
議
論
の
背
後
に
あ
る
経
済
理
論
等
の
分
析
は
余
裕
が
な
く
、
別
稿
で
行
い
た
い
。
な
お
、
本
文
中
に
引
用
の
あ
る

頁
数
は
注
（
７
）
の
独
語
文
献
の
該
当
箇
所
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
は
、
当
該
文
献
を
引
用
し
つ
つ
各
箇
所
で
そ
れ
に
対
す
る
検
討
を
加

え
る
こ
と
と
し
た
い
。

二
　
租
税
政
策
と
租
税
立
法
過
程
の
理
論
と
実
際

（一）

手
続
的
応
益
性
に
つ
い
て
―
そ
の
概
念
構
築
―

（
８
）

こ
う
し
た
問
題
は
第
一
次
的
に
は
財
政
政
策
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
本
文
中
で
言
及
す
る
手
続
的
応
益
性
は

重
要
な
鍵
概
念
で
あ
り
う
る
。
参
照
、
手
塚
貴
大
「
租
税
政
策
と
財
政
政
策
―
ド
イ
ツ
租
税
法
学
に
お
け
る
租
税
・
財
政
制
度
論
を
素
材
と
し
て
―
」
税
法

学
五
六
九
号
一
三
七
頁
以
下
。
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１
　
公
共
財
供
給
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
応
益
性
が
租
税
立
法
過
程
に
お
い
て
如
何
な
る
意
味
を
持
つ
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
作
業
を
行
う
。
先
に

挙
げ
た
受
益
と
負
担
と
の
不
一
致
に
立
ち
返
る
と
、
応
益
性
と
い
う
言
葉
が
想
起
さ
れ
る
。
応
益
性
は
租
税
法
学
で
は
通
常
税
負
担
と
公

共
財
と
の
間
に
一
対
一
の
対
価
関
係
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
意
味
で
の
応
益
性
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、
確
か
に
、
受
益
と
負
担
と

の
不
一
致
の
問
題
は
解
消
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
応
益
性
は
実
現
さ
れ
る
見
込
み
は
な
か
ろ
う
。
当
然
、
か
よ
う
な
応
益
性
は
個
人
に

係
る
主
観
的
担
税
力
の
考
慮
、
さ
ら
に
は
所
得
再
分
配
を
困
難
に
す
る
。
加
え
て
、
経
済
理
論
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
提
供
さ
れ
る

公
共
財
の
メ
ニ
ュ
ー
と
納
税
義
務
者
の
選
好
と
が
一
致
す
れ
ば
、
公
共
財
の
提
供
は
効
率
的
な
状
態
と
な
る（

９
）

。
と
こ
ろ
が
か
よ
う
な
状
態

の
創
出
は
次
の
よ
う
な
理
由
に
基
づ
き
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
市
場
経
済
を
想
定
す
る
と
、
市
場
に
お
い
て
需
要

者
と
供
給
者
と
が
現
れ
、
彼
ら
の
需
給
が
一
致
す
れ
ば
市
場
均
衡
が
実
現
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
市
場
経
済
に
お
い
て
は
財
の
価
格
お
よ
び

量
が
シ
グ
ナ
ル
と
な
り
、
最
終
的
に
か
よ
う
な
均
衡
に
行
き
着
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
公
共
財
に
つ
い
て
は
性
質
上
そ
う
し
た
均
衡
実

現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
期
待
さ
れ
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
如
何
な
る
公
共
財
を
提
供
す
る
か
と
い
う
判
断
は
、
専
門
知
を
備
え
る
財
政
当
局

が
経
済
社
会
の
情
勢
等
を
第
一
次
的
な
基
準
と
し
て
行
う
こ
と
と
な
る
か
ら
で
あ
り（

10
）

、
こ
れ
は
、
公
共
財
お
よ
び
私
的
財
の
供
給
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
係
る
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
換
言
す
れ
ば
、
財
政
当
局
は
予
算
編
成
に
際
し
て
裁
量
的
判
断
を
行
う
こ
と
を
意
味

す
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
目
的
非
拘
束
の
原
則
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
結
果
、
税
負
担
の
形
式
を
採
る
税
収
は
、
租
税
の
負
担
者
と
は
異

（
９
）

R
eding,K

urt/W
alter

M
üller,E

inführung
in

die
A

llgem
eine

Steuerlehre,M
ünchen

1999 ,S.34 f.

（
10
）

例
え
ば
、Pom

m
erche,W

erner
W

.,Präferenzen
für

öffentliche
G

üter:A
nsätze

zu
ihrer

E
rfassung,T

übingen
1987 ,S.1 ff.

さ
ら
に
は
、
小
村
武
『
四

訂
版
　
予
算
と
財
政
法
』（
新
日
本
法
規
、
二
〇
〇
八
年
）
五
頁
。
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9－租税政策の形成過程と租税制度（所得税等）の構築（一）（手塚）

な
る
納
税
義
務
者
の
た
め
に
支
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
う
る
。
尤
も
、
そ
れ
は
第
一
次
的
に
は
論
難
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
財
政
活
動

が
国
民
に
対
し
て
な
さ
れ
る
際
の
財
政
支
出
は
市
場
に
お
け
る
供
給
者
に
よ
る
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
と
は
性
質
を
異
に
す
る
。
す
な
わ

ち
、
財
政
活
動
は
政
策
的
判
断
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
必
要
性
の
高
い
費
目
を
検
索
し
た
上
で
当
該
費
目
に
支
出
が
な
さ
れ
る
し
、
そ
し

て
、
例
え
ば
所
得
再
分
配
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
”低
所
得
者
の
税
負
担
は
低
く
、
公
共
財
に
よ
る
受
益
は
多
く
“（
高
所
得

者
に
つ
い
て
こ
の
逆
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
）
と
い
う
財
政
支
出
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
限
っ
て
み
て
も
、
端
的
に
は
受

益
と
負
担
と
が
不
一
致
で
あ
る
こ
と
は
む
し
ろ
自
然
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
財
政
政
策
の
観
点
か
ら
も
受
益
と
負
担

と
の
一
致
を
厳
密
に
確
保
す
る
こ
と
は
性
質
上
む
し
ろ
不
合
理
で
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
勿
論
、
租
税
政
策
の
面
で
も
、
こ
の

立
場
は
主
観
的
担
税
力
の
斟
酌
を
困
難
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
以
上
の
よ
う
な
意
味
で
の
応
益
性
は
、

E
sser

氏
に
よ
れ
ば
、
実
体
的
応
益
性
（m

aterielle
Ä

quivalenz

）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
（S.142

）。

２
　
手
続
的
応
益
性
の
意
義
と
背
景

と
す
る
な
ら
ば
、
受
益
と
負
担
と
の
一
致
を
実
現
さ
せ
る
と
い
っ
て
も
別
の
視
角
が
必
要
と
な
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

以
外
の
残
さ
れ
た
選
択
肢
と
し
て
、
財
政
政
策
の
裁
量
を
前
提
と
し
た
上
で
、
前
叙
の
歪
み
を
解
消
す
る
途
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
納

税
義
務
者
の
選
好
が
提
供
さ
れ
る
公
共
財
の
メ
ニ
ュ
ー
に
影
響
を
与
え
う
る
そ
う
し
た
制
度
（
本
稿
で
は
租
税
制
度
が
こ
れ
に
当
た
る
。）

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
応
益
性
は
手
続
的
応
益
性
（prozeduale

Ä
quivalenz

）
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
（S

.142 ,

S
.161 ff.

）
（
11
）

。E
sser

氏
は
、
こ
の
手
続
的
応
益
性
を
ベ
ー
ス
と
し
て
、
租
税
制
度
の
構
築
を
提
唱
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
い

（
11
）

こ
の
立
場
に
依
拠
す
る
近
時
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
業
績
と
し
て
、
注
（
７
）
の
文
献
以
外
に
も
、F

olkers,
C

ay,
B

egrenzung
von

S
teuerun

und

Staatsausgaben
in

den
U

SA
:E

ine
U

ntersuchung
über

Form
en,U

rsachen
und

W
irkungen

vorgeschlagener
und

realisierter
fiskalischer

R
estriktionen,

B
aden-B

aden
1983 ;H

ansjürgens,B
ernd,Ä

quivalenzprinzip
und

Staatsfinanzierung,B
erlin

2001

等
が
あ
る
。

001　手塚先生_縦  15.2.4 10:27 AM  ページ 9



広島法学　38 巻３号（2015 年）－10

わ
ゆ
る
公
共
選
択
論
が
あ
る
（S.68 ff.,

S.143 ff.

）。
公
共
選
択
論
は
、
意
思
決
定
の
歪
み
に
着
目
し
つ
つ
、
そ
の
原
因
仮
説
を
提
示
す
る

作
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
着
目
す
べ
き
は
、
例
え
ば
、D

ow
ns

も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
の
、
選
挙
制
度
の
機
能
不
全

（
12
）

で
あ
ろ
う
。
民

主
主
義
を
基
軸
と
す
る
国
家
の
意
思
決
定
に
お
い
て
は
、
国
民
の
政
治
的
意
思
が
選
挙
を
通
じ
て
議
会
政
治
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

が
、
か
よ
う
な
制
度
が
機
能
性
を
発
揮
す
る
前
提
は
ま
さ
に
選
挙
を
通
じ
て
国
民
の
意
思
が
出
来
る
だ
け
確
実
か
つ
正
確
に
議
会
に
反
映

さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
極
論
を
言
え
ば
、
こ
う
し
た
選
挙
が
民
主
主
義
に
お
け
る
唯
一
の
政
治
的
意
思
表
明
の
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
想
定

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
実
は
こ
う
し
た
範
型
の
み
を
想
定
し
、
議
論
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

E
sser

氏
に
よ
れ
ば
、
現
実
に
は
、
政
策
過
程
に
お
い
て
、
そ
の
意
思
決
定
の
あ
り
方
と
し
て
、
意
思
決
定
権
者
に
対
す
る
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
活
動
が
な
さ
れ
、
そ
の
結
果
そ
う
し
た
局
所
的
利
益
を
代
表
す
る
一
部
の
グ
ル
ー
プ
の
政
治
的
見
解
が
公
共
政
策
に
反
映
さ
れ
、
逆
に

意
思
決
定
権
者
も
自
ら
の
政
治
的
地
位
等
を
維
持
す
る
た
め
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
の
要
求
を
汲
み
取
り
、
そ
れ
を
公
共
政
策
に
反

映
さ
せ
て
い
く
と
い
う
そ
う
し
た
事
象
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
議
論
の
出
発
点
と
す
る
理
論
が
手
続
的
応
益
性
で
あ
る

（S.69 ff.

）
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
所
論
を
敷
衍
す
る
な
ら
ば
、
直
後
の
（
二
）
で
も
一
部
触
れ
て
い
る
が
、
政
策
過
程
に
お
け
る
意
思
形

成
が
選
挙
を
通
じ
て
選
挙
権
者
の
国
民
に
適
っ
た
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
現
状
認
識
を
ベ
ー
ス
に
、
政
策
過
程
に
お
い
て
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
グ
ル
ー
プ
の
跋
扈
に
よ
り
、
む
し
ろ
彼
ら
の
見
解
が
通
用
し
、
そ
う
し
た
政
策
過
程
に
お
け
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
活
動
を
展
開

で
き
る
者
あ
る
い
は
集
団
が
か
よ
う
な
意
思
形
成
を
支
配
し
、
自
身
に
有
利
な
公
共
政
策
を
実
施
さ
せ
、
ひ
い
て
は
国
家
の
活
動
と
国
民

一
般
の
求
め
る
公
共
政
策
と
が
乖
離
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
前
叙
の
選
挙
制
度
の
機
能
不
全
と
同
義
で
あ

り
、
そ
う
で
あ
る
が
故
に
、
か
よ
う
な
機
能
不
全
を
別
の
方
法
を
考
案
す
る
こ
と
を
以
て
是
正
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
12
）

D
ow

ns,A
nthony,A

n
E

conom
ic

T
heory

of
D

em
ocracy,N

ew
Y

ork
1957 ,p.236 ,p.257 .
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11－租税政策の形成過程と租税制度（所得税等）の構築（一）（手塚）

こ
れ
は
現
状
認
識
と
し
て
は
一
般
的
に
正
当
と
み
な
し
う
る
。
そ
こ
で
、E

sser

氏
も
、
情
報
の
非
対
称
性
含
め
つ
つ
、
政
策
過
程
に
お

け
る
権
力
の
不
均
衡
（M

achungleichheit

）
に
着
目
し
（S

.62

）、
租
税
法
と
い
う
制
度
に
少
数
派
保
護
の
役
割
を
見
出
し
（S

.182

）、

担
税
力
に
適
っ
た
総
合
所
得
税
を
再
定
位
す
る
（S

.62 f.

）。
こ
れ
は
、
換
言
す
れ
ば
、
所
論
に
よ
れ
ば
、
租
税
に
希
少
性
シ
グ
ナ
ル

（K
nappheitssignal

）
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
と
同
義
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、
受
益
と
負
担
と
の
歪
み
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

納
税
義
務
者
が
納
付
す
る
租
税
が
受
益
た
る
公
共
財
と
の
間
に
一
定
の
対
応
関
係
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
（S

.129 ff.

）。
ま
た
、
後
に
触

れ
る
が
、
高
所
得
者
が
組
織
化
を
行
い
、
政
策
過
程
に
お
け
る
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
活
動
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
さ
ら
に
、

い
わ
ゆ
る
無
知
の
ベ
ー
ル
に
基
づ
く
意
思
決
定
を
可
能
と
す
る
た
め
に
は
、意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
と
制
度
が
重
要
で
あ
る
と
い
う（S.160

）。

す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
、
所
論
が
無
知
の
ベ
ー
ル
に
触
れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
純
化
し
た
形
態
で
制
度
と
し
て
採
ら
れ
る
こ
と
は
な
い

に
せ
よ
、
意
思
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
関
係
者
相
互
間
で
の
意
思
疎
通
に
よ
る
組
織
化
を
回
避
す
る
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
意

思
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
前
叙
の
租
税
制
度
を
配
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歪
み
を
防
止
し
、
さ
ら
に
はFeed

B
ack

を
効
か
せ
れ
ば
、

歪
み
は
漸
進
的
に
で
き
る
だ
け
除
去
さ
れ
て
い
く
と
い
う
見
通
し
が
あ
ろ
う
。
同
時
にFeed

B
ack

の
過
程
に
お
い
て
後
述
す
る
制
度
補

完
性
も
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（二）

租
税
政
策
の
形
成
過
程
と
多
元
的
民
主
主
義

１
　
政
治
シ
ス
テ
ム
と
公
共
選
択
―
公
共
政
策
と
意
思
決
定
―

（１）

政
治
的
意
思
決
定
と
そ
の
歪
み
―
い
く
つ
か
の
仮
説
的
言
明
と
そ
の
示
唆
―
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こ
こ
で
直
前
の
（一）
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
た
手
続
的
応
益
性
を
実
現
す
る
制
度
を
考
案
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
勿
論
、
第
一
次
的
に
は
、

選
挙
が
あ
る
。
但
し
、E

sser

氏
の
与
す
る
先
の
公
共
選
択
論
の
知
見
に
よ
れ
ば
、
納
税
義
務
者
に
係
る
政
治
的
見
解
の
表
明
手
段
と
し

て
は
、
そ
の
機
能
不
全
に
基
づ
き
、
選
挙
に
つ
い
て
は
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
の
機
能
は
弱
い
と
解
さ
れ
る
。
そ
れ
に
倣
い
つ
つ
議
論
を
進
め

る
と
、
候
補
者
は
あ
る
租
税
政
策
を
選
挙
公
約
に
表
明
し
、
有
権
者
は
そ
れ
に
基
づ
き
投
票
行
動
を
と
る
。
と
こ
ろ
が
、
選
挙
は
選
好
表

明
の
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
ま
た
、
し
ば
し
ば
租
税
立
法
過
程
の
と
り
わ
け
実
態
を
論
ず
る

に
際
し
て
、
一
般
的
に
は
い
く
つ
か
の
仮
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、E

sser

氏
も
、
中
位
投
票
の
定
理
、
レ
バ
イ
ア

サ
ン
モ
デ
ル
、
利
益
グ
ル
ー
プ
理
論
、
官
僚
制
モ
デ
ル
等
に
触
れ
る
（S.68

）。
既
に
別
稿
で
も
触
れ
た
が

（
13
）改

め
て
本
稿
で
も
概
観
す
る
と
、

既
出
の
拙
稿
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。
一
に
、
中
位
投
票
の
理
論
は
、
大
ま
か
に
は
、
為
政
者
が
有
権
者
の
関
心
を
獲
得

す
る
た
め
に
は
、
中
間
的
な
政
策
を
標
榜
す
る
と
、
最
も
多
く
の
支
持
を
獲
得
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る（

14
）

。
二
に
、
利
益
グ
ル
ー
プ
理

論
と
は
、
政
策
過
程
に
お
い
て
社
会
に
お
け
る
多
か
れ
少
な
か
れ
局
所
的
で
あ
る
利
益
を
政
策
過
程
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
活
動
す
る
集
団

が
政
治
的
意
思
決
定
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る（

15
）

。
三
に
、
官
僚
制
モ
デ
ル
は
、
官
僚
が
そ
の
専
門
知
に
基
づ

い
て
政
治
的
意
思
決
定
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
と
す
る
も
の
で
あ
る（

16
）

。
中
位
投
票
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
仔
細
に
見
れ
ば
、
中
間
層
の

取
り
込
み
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
の
支
持
母
体
に
含
ま
れ
る
有
権
者
で
あ
る
納
税
義
務
者
が
持
つ
公
共
政
策
に
係
る
選
好
が
政
策

過
程
に
お
い
て
必
ず
し
も
汲
ま
れ
な
い
可
能
性
が
見
い
だ
さ
れ
る
。
勿
論
、
完
全
な
形
態
で
の
選
好
の
実
現
は
性
質
上
困
難
で
あ
っ
て
、

（
13
）

詳
細
は
、
参
照
、
手
塚
・
前
掲
注
（
８
）
一
四
五
頁
以
下
。

（
14
）

手
塚
・
前
掲
注
（
８
）
一
四
六
頁
。

（
15
）

手
塚
・
前
掲
注
（
８
）
一
四
七
頁
。

（
16
）

手
塚
・
前
掲
注
（
８
）
一
四
七
頁
。
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13－租税政策の形成過程と租税制度（所得税等）の構築（一）（手塚）

中
位
投
票
の
理
論
が
示
す
こ
と
は
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
有
権
者
の
選
好
を
実
現
す
る
点
で
む
し
ろ
望
ま
し
い
と
す
ら
言
え
る
か
も
し
れ

な
い
。
と
は
い
え
、
逆
に
、
選
挙
に
勝
利
す
る
こ
の
と
の
み
を
指
向
す
る
政
治
家
が
跋
扈
す
る
可
能
性
を
示
す
と
も
言
え
よ
う
。
換
言
す

れ
ば
、
為
政
者
と
し
て
の
専
門
知
を
活
か
す
裁
量
的
判
断
が
行
わ
れ
な
く
な
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
う
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
利
益
グ
ル
ー
プ
理
論
、
官
僚
制
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
政
策
過
程
に
お
け
る
意
思
決
定
（
と
り
わ
け
個
別
具
体
的
な
も
の
）
に
重
要

な
影
響
を
与
え
る
の
は
、
選
挙
を
通
じ
て
表
明
さ
れ
る
選
挙
民
の
民
意
で
は
な
く
、
官
僚
、
利
益
集
団
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
中
位
投
票
の
理
論
に
つ
い
て
も
、
そ
の
構
造
上
、
政
治
家
の
誘
導
的
政
策
表
明
を
契
機
と
し
て
有
権
者
の
支
持
獲
得
が
な
さ

れ
て
い
る
点
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
同
じ
こ
と
が
当
て
は
ま
ろ
う
。
総
じ
て
み
れ
ば
、
仮
に
以
上
に
見
た
い
く
つ
か
の
仮
説
的
言
明
が
現

実
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
よ
り
選
挙
の
チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
の
機
能
は
少
な
く
と
も
減
殺
さ
れ
る
と
理
解
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

と
す
る
な
ら
ば
、
選
挙
以
外
の
チ
ャ
ネ
ル
の
配
備
と
い
う
発
想
は
（
本
稿
で
は
租
税
制
度
）、
選
挙
に
係
る
機
能
低
下
を
補
完
す
る
と
い

う
意
味
で
優
れ
た
選
択
肢
で
あ
る
。

（２）

政
治
シ
ス
テ
ム
概
念
と
そ
の
示
唆

な
お
、
こ
こ
で
政
治
シ
ス
テ
ム
と
い
う
概
念
へ
の
着
目
が
見
ら
れ
る
。E

sser

氏
も
引
用
す
る
が
（S

.37

）、
こ
の
点
、D

avid
E

aston

は
シ
ス
テ
ム
概
念
の
開
放
性
に
縷
々
言
及
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
曰
く
「
・
・
・
政
治
シ
ス
テ
ム
は
、
諸
価
値
が
一
つ
の
社
会

に
つ
き
、
権
威
的
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
そ
う
し
た
相
互
作
用
と
し
て
定
義
さ
れ
る
」

（
17
）

と
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
シ
ス
テ
ム
論
を

政
策
過
程
に
当
て
は
め
た
も
の
で
あ
り
、
凡
そ
、
政
治
シ
ス
テ
ム
にInput

を
行
い
、
そ
の
結
果O

utput

が
生
じ
、
そ
のO

utput

を
基
に
、

次
の
サ
イ
ク
ル
に
お
い
てF

eed
B

ack

と
し
て
改
め
てInput

を
行
う
と
い
う
循
環
型
の
政
治
的
意
思
決
定
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
す
モ
デ
ル

（
17
）

E
aston,D

avid,C
ategories

for
the

System
s

A
nalyse

of
Politics,in:D

ers.(ed.),V
arieties

of
PoliticalT

heory,E
nglew

ood
C

liffs
1966 ,p.147 .
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で
あ
る
。
加
え
て
、
政
治
シ
ス
テ
ム
自
体
も
そ
の
外
部
に
あ
る
他
の
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
受
け
つ
つ
、
漸
進
的
に
形
成
展
開
し
て
い
く
と

い
う
の
で
あ
る
。E

sser

氏
は
、
こ
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、E

aston

の
議
論

（
18
）

を
引
用
し
つ
つ
、
そ
の
前
提
と
し
て
あ
る
も
の
を
次
の
よ
う

に
提
示
す
る
。
所
論
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
、
政
治
シ
ス
テ
ム
は
シ
ス
テ
ム
の
内
部
環
境
に
係
る
拘
束
的
意
思
決
定
を
行
う
こ
と
、
政
治
シ

ス
テ
ム
は
変
化
す
る
環
境
の
中
で
適
応
を
通
じ
て
自
己
維
持
を
図
ろ
う
と
す
る
こ
と
、
政
治
シ
ス
テ
ム
は
内
的
・
外
的
環
境
を
有
し
、
そ

れ
ら
が
シ
ス
テ
ム
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
、
こ
こ
で
の
シ
ス
テ
ム
はFeed

B
ack

の
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
環
境
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
、

シ
ス
テ
ム
は
す
べ
て
の
需
要
に
こ
た
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
需
要
を
選
別
し
、
そ
こ
か
らO

utput

を
生
み
出
す
の
で
あ
る
が
、
か
よ
う
な

O
utput

に
基
づ
き
前
叙
のFeed

B
ack

プ
ロ
セ
ス
を
発
揮
さ
せ
る
こ
と
、
シ
ス
テ
ム
と
環
境
と
の
間
の
結
び
つ
き
は
、
チ
ャ
ネ
ル
と
サ
ブ

シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
通
じ
て
情
報
伝
達
が
な
さ
れ
る
こ
と
等
で
あ
る
（S.37 f.

）。

そ
し
て
、
こ
の
モ
デ
ル
は
前
叙
の
よ
う
に
当
初E

aston

に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
はE

sser

氏
に
限
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

現
代
の
政
治
的
意
思
決
定
論
に
お
い
て
は
必
ず
参
照
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
のE

aston

の
政
治
シ
ス
テ
ム
論
か
ら
も
、
租
税
制
度
を
先

の
選
挙
の
機
能
不
全
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る
と
い
う
立
場
は
導
か
れ
る
。
そ
の
際
、
所
論
は
、
い
わ
ゆ
る
制
度
補
完
性

（institutionelle
K

om
plem

entarität

）
に
言
及
す
る
の
で
あ
る
（S.41

）。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
租
税
制
度
が
、
多
元
的
民
主
主
義
と
い

う
属
性
を
持
つ
政
治
シ
ス
テ
ム
の
持
つ
前
叙
の
欠
陥
を
補
完
し
て
、
政
治
シ
ス
テ
ム
の
発
展
的
な
形
成
展
開
を
可
能
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

勿
論
、
こ
の
結
果
が
、
や
が
て
租
税
制
度
が
か
よ
う
な
機
能
を
果
た
す
必
要
が
な
く
な
り
、
政
治
シ
ス
テ
ム
が
前
叙
の
歪
み
を
伴
う
こ
と

な
く
単
独
で
良
好
に
機
能
す
る
状
況
が
創
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
ま
で
を
も
示
す
も
の
で
は
な
い
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
以
上
に
見

た
政
治
シ
ス
テ
ム
論
お
よ
び
関
連
諸
概
念
に
よ
っ
て
、
租
税
制
度
に
先
の
選
好
表
明
機
能
お
よ
び
政
治
統
制
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
は
巧

（
18
）

E
aston,D

avid,A
System

A
nalysis

of
PoliticalL

ife,N
ew

Y
ork
1965 ,p.30 ,p.32 .
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15－租税政策の形成過程と租税制度（所得税等）の構築（一）（手塚）

く
論
証
さ
れ
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
よ
う
。
ま
た
、
こ
の
議
論
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、
租
税
制
度
に
選
好
表
明
機
能
・
政
治
統
制
機

能
を
付
与
す
る
こ
と
は
、
財
政
支
出
が
税
収
の
み
を
以
て
充
て
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
前
提
で
は
な
く
な
る
。
確
か
に
、
財
政
支
出
に
公

債
発
行
に
よ
り
調
達
さ
れ
た
原
資
が
充
て
ら
れ
れ
ば
、
そ
の
分
性
質
上
税
収
を
調
達
す
る
租
税
制
度
に
つ
い
て
措
定
さ
れ
る
前
叙
の
諸
機

能
は
そ
の
意
義
を
あ
る
程
度
失
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
選
挙
お
よ
び
租
税
制
度
と
い
う
チ
ャ
ネ
ル
が
相
互
補
完
関
係
に
あ
る
と
す
れ
ば
、

チ
ャ
ネ
ル
の
複
数
化
は
望
ま
し
い
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
複
数
経
路
に
よ
るInput

の
正
確
化
を
通
じ
てO

utput

の
質
は
高
ま
ろ

う
。
ま
た
、E

aston
の
示
し
たFeed

B
ack

機
能
の
高
度
化
の
た
め
に
、
政
策
過
程
に
お
い
て
公
共
政
策
に
係
る
Ｐ
Ｄ
Ｓ
（Plan-D

o-See

）

の
全
過
程
に
お
け
る
情
報
の
蓄
積
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
故
チ
ャ
ネ
ル
の
複
数
化
に
よ
る
政
策
当
局
の
情
報
獲
得
可

能
性
の
拡
大
は
望
ま
し
い
と
言
え
よ
う
。
但
し
、
政
策
過
程
に
お
け
る
歪
み
の
除
去
の
必
要
性
と
い
う
視
点
に
着
目
し
た
場
合
、
四
で
示

す
よ
う
に
そ
の
言
明
の
一
部
は
修
正
・
補
足
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
所
論
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
で
政
治
シ
ス
テ
ム
に
情
報
と
い
うInput

を
行
う
チ
ャ
ネ
ル
が
重
要
で
あ
っ
て
（S.78 ff.

）、
そ
こ
に
は

選
挙
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
メ
デ
ィ
ア
、
抵
抗
、
学
問
、
行
政
府
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（S.79

）。
加
え
て
、
租
税
制
度
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な

る
が
（S.79 ,S.84 f.

）、
選
挙
が
一
般
性
・
平
等
性
の
観
点
か
ら
優
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
（S.81

）
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、

前
叙
の
よ
う
に
、
本
来
は
優
れ
た
政
治
的
意
思
表
明
の
手
続
で
あ
る
選
挙
の
機
能
不
全
が
公
共
選
択
論
の
問
題
意
識
で
あ
り
、
そ
れ
は

E
sser

氏
も
共
有
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
。

２
　
法
制
度
の
形
成
・
発
展
の
動
態
―
ア
ス
ペ
ク
ト
の
提
示
―

租
税
制
度
に
か
ぎ
ら
ず
、
公
共
政
策
を
規
定
す
る
法
制
度
は
国
会
の
制
定
法
か
ら
成
る
た
め
に
、
人
為
的
に
構
築
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

人
為
的
に
構
築
さ
れ
る
と
し
て
も
、
現
状
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
構
築
作
業
へ
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
れ
に
直
接
携
わ

る
立
法
者
の
み
で
は
な
い
。
そ
れ
は
直
前
ま
で
の
議
論
で
明
ら
か
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
、
そ
う
し
た
法
制
度
が
形

001　手塚先生_縦  15.2.4 10:27 AM  ページ 15



広島法学　38 巻３号（2015 年）－16

成
さ
れ
、
そ
の
後
継
続
的
に
発
展
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
法
制
度
は
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、
そ
の
内
実
が
変
化
す
る
。
こ
の

変
化
を
与
え
る
要
因
と
し
て
は
、
先
に
言
及
し
た
政
策
過
程
に
お
け
る
諸
ア
ク
タ
ー
の
み
な
ら
ず
、
経
済
社
会
の
様
々
な
与
件
も
そ
こ
に

含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
あ
る
法
制
度
を
取
り
巻
く
様
々
な
要
因
は
当
該
法
制
度
の
将
来
像
に
影
響
を
与
え
る
。E

sser

氏
も
こ
の
点
を
捉
え
て
、
”進
化
“（S.40 ff.

）、
前
叙
の
政
治
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
よ
う
な
”シ
ス
テ
ム
“
と
い
う
概
念
に
着
目
す
る
の
で

あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
所
論
に
よ
れ
ば
、
特
に
前
者
（
進
化
）
に
つ
い
て
は
法
制
度
に
係
る
時
間
的
動
態
性
、
後
者
（
シ
ス
テ
ム
）
に
つ
い

て
は
法
制
度
の
形
成
・
発
展
が
与
件
と
し
て
の
制
度
外
の
環
境
に
規
律
さ
れ
つ
つ
進
行
す
る
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
（
経
路
依
存
性

（Pfadabhängigkeit

）。S.40 ,
S.44

）。
要
す
る
に
、E

sser

氏
の
言
明
を
約
言
す
れ
ば
、
進
化
に
つ
い
て
は
、
漸
進
的
進
化
の
結
果
形
成
さ

れ
る
制
度
は
、
決
し
て
新
古
典
派
経
済
学
の
意
味
に
お
け
る
市
場
均
衡
の
如
く
、
そ
れ
に
影
響
を
与
え
る
諸
要
素
の
完
全
競
争
の
も
と
で

の
均
衡
へ
の
到
達
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
の
で
は
な
く
、
制
度
の
形
成
と
い
う
均
衡
へ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
は
、
不
均
衡
な
パ
ワ
ー

の
存
在
、
既
存
の
制
度
、
取
引
コ
ス
ト
、
不
知
、
情
報
の
非
対
称
性
等
の
制
約
条
件
の
も
と
で
、T

rialand
E

rror

の
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
必

要
が
あ
る
（S

.44 f.,
S

.186 ff.

）
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
制
度
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
租
税
制
度
も
時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

ま
た
様
々
な
外
的
要
因
に
影
響
を
受
け
つ
つ
、
形
成
・
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
本
稿
の
問
題
意
識
と
接
合
す
る
な
ら
ば
、
法

制
度
が
外
的
環
境
の
影
響
を
受
け
つ
つ
そ
の
内
容
を
変
化
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
租
税
制
度
も
含
め
て
法
制
度
一
般
に
つ
い
て
は
、
そ

れ
が
多
か
れ
少
な
か
れ
制
度
形
成
に
係
る
柔
軟
性
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
租
税
制
度
にE

sser

氏
が
政
治
統
制
機

能
あ
る
い
は
選
好
表
明
機
能
を
持
た
せ
る
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
機
能
を
発
揮
す
べ
く
租
税
制
度
が
構
築
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
な
わ
ち
、
制
度
改
正
の
可
能
性
を
孕
む
柔
軟
性
を
持
つ
租
税
制
度
に
加
え
て
、
あ
る
程
度
の
制
度
存
続
に
係
る
硬
性
性
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、E

sser

氏
の
思
考
に
対
し
て
は
、
か
よ
う
な
属
性
を
果
た
し
て
現
実
の
租
税
制
度
に
期
待

す
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
で
き
る
の
か
否
か
、
と
い
う
重
要
な
問
題
提
起
が
可
能
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
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17－租税政策の形成過程と租税制度（所得税等）の構築（一）（手塚）

以
上
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
四
で
再
び
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（三）

租
税
立
法
過
程
に
お
け
る
競
争
―
立
法
過
程
の
統
制
か
、
競
争
促
進
か
？
―

１
　
立
法
過
程
の
位
置
づ
け
―
財
政
政
策
・
予
算
過
程
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
―

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
そ
も
そ
も
立
法
過
程
一
般
に
言
え
ば
、
そ
こ
で
は
様
々
な
利
害
関
係
者
が
集
合
し
、
自
己
の
利
益
実

現
を
企
図
し
て
、
競
争
関
係
に
あ
る
。
そ
の
結
果
最
終
的
な
政
治
的
意
思
決
定
は
か
よ
う
な
競
争
の
結
果
で
あ
り
、
均
衡
点
で
あ
る
と
理

解
す
る
立
場
も
あ
り
う
る
。
こ
れ
は
立
法
過
程
の
統
制
を
企
図
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
こ
で
の
競
争
を
促
進
す
べ
き
と
い
う
帰
結

に
行
き
着
き
、
ひ
い
て
は
、
利
益
集
団
の
立
法
過
程
に
お
け
る
跋
扈
も
ま
た
許
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
競
争
促
進
を
支
持
す
る
論
者
は
、
財
政
政
策
を
素
材
と
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
論
理
を
立
て
る（

19
）

。
予
算
過
程
に

お
い
て
、
財
政
当
局
が
予
算
編
成
作
業
を
執
る
の
で
あ
る
が
、
予
算
要
求
官
庁
と
財
務
省
と
の
間
で
予
算
獲
得
交
渉
が
行
わ
れ
る
。
そ
の

際
、
両
者
の
間
の
交
渉
的
調
整
を
以
て
、
ま
た
は
首
相
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
以
て
妥
結
点
に
行
き
着
く
と
い
う
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

注
意
す
べ
き
は
、
こ
う
し
た
交
渉
的
調
整
の
過
程
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
予
算
要
求
官
庁
と
財
務
省
と
の
間
で
の
競
争
が
観
念
さ
れ
え
て
、

そ
の
結
果
予
算
要
求
（
需
要
）
と
そ
の
編
成
（
供
給
）
と
の
一
致
点
が
探
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
市
場
経
済
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
予
算

編
成
過
程
に
ア
ナ
ロ
ジ
ー
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
よ
う
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
官
庁
間
で
の
交
渉
に
よ
る
予
算
編
成
作
業

に
は
特
に
規
律
を
設
け
る
必
要
は
な
く
、
交
渉
的
調
整
に
そ
れ
は
委
ね
ら
れ
る
。

（
19
）

B
reton,A

lbert,C
om

petitive
G

overnm
ent:A

n
econom

ic
theory

of
politics

and
public

finance,C
am

bridge
1996 ,pp.101 .
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こ
れ
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
で
も
指
摘
し
た
が
、
次
の
よ
う
な
疑
義
が
呈
さ
れ
う
る（

20
）

。
確
か
に
、
予
算
編
成
に
際
し
て
は
、
税
収
等

の
与
件
の
も
と
で
行
わ
れ
う
る
た
め
、
各
官
庁
は
自
己
の
予
算
を
最
大
化
す
る
た
め
に
財
務
省
と
の
交
渉
を
行
う
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
こ

に
競
争
と
い
う
性
格
を
帯
び
た
調
整
作
業
が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
財
務
省
の
裁
量

的
判
断
が
行
わ
れ
う
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
前
叙
の
よ
う
な
競
争
が
な
さ
れ
る
こ
と
と
予
算
要
求
・
編
成
に
納
税
義
務
者
の
選
好
へ
の
配
慮

が
十
分
入
る
こ
と
と
は
、
無
関
係
で
あ
り
う
る
こ
と
を
直
視
す
れ
ば
、
予
算
獲
得
過
程
で
の
競
争
は
本
稿
が
問
題
と
す
る
よ
う
な
政
策
過

程
の
歪
み
を
除
去
す
る
こ
と
に
は
必
ず
し
も
繋
が
ら
な
い
と
み
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
帰
結
は
、
財
政
支
出
の
合
理
化
と
い
う
歪

み
を
防
止
す
る
直
接
的
な
手
段
に
対
し
て
、
か
よ
う
な
期
待
を
持
ち
え
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
租
税
制
度
に
係
る
政

治
統
制
機
能
・
選
好
表
明
機
能
の
発
揮
を
試
み
る
動
機
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
以
上
の
立
法
過
程
に
お
け
る
競
争
の
議
論
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
強
い
て
立
法
過
程
に
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
試
み
る
な
ら
ば
、
あ

る
制
度
の
配
備
・
改
廃
を
企
図
し
て
立
法
過
程
に
お
い
て
利
害
関
係
者
が
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
活
動
を
展
開
し
、
立
法
者
が
取
捨
選
択
を
行
い
、

そ
の
都
度
最
も
実
施
の
必
要
性
が
高
い
も
の
か
ら
作
業
し
て
い
く
と
い
う
立
法
過
程
像
が
観
念
さ
れ
よ
う
か
。
果
た
し
て
こ
う
し
た
帰
結

を
支
持
可
能
か
否
か
で
あ
る
が
、E

sser

氏
の
立
論
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
支
持
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
立
法
過
程
に
お

い
て
そ
う
し
た
市
場
経
済
に
も
類
似
す
る
需
給
調
整
機
能
は
必
ず
し
も
観
念
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
活
動
お
よ
び
そ
の
前
提
た
る
納
税
義
務
者
の
集
団
に
係
る
組
織
化
の
可
能
性
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
立
法
過
程

と
い
う
市
場
に
関
与
す
る
ア
ク
タ
ー
間
で
相
互
に
対
等
性
が
な
い
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
、E

sser

氏
が
、
複
数
の
ア
ク
タ

ー
の
跋
扈
に
基
づ
く
政
策
過
程
の
歪
み
に
着
目
し
た
そ
も
そ
も
の
動
機
で
あ
ろ
う
。

（
20
）

手
塚
・
前
掲
注
（
８
）
一
四
九
－
一
五
〇
頁
。
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